
大崎上島町立木江中学校

１　研究主題

『人と人との絆を深める道徳的実践力の涵養』　―コミュニケーション力の育成を通して―

２　研究の概要

　(１)道徳授業づくり（生徒が「楽しい・充実している」と感じる授業づくり）
　　　○道徳授業づくり部会の設置で，授業年間計画と研修計画(授業研究･指導案づくり･評価)の立案をする。
○全教員による研究授業･公開授業を実施する。

　　　○各学年の中心的主題と教科･総合･行事を組み合わせた，ゆるやかな総合単元的な道徳の実践をする。

　(２)道徳的環境づくり（全領域でのコミュニケーション力の育成と自己肯定感の育成）
○行事・諸活動を通して，生徒間のつながりづくり。

○各教科・部活動など関わりきる指導を通して，教師と生徒のつながりづくり。

○広報活動・PTA行事・地域行事を通して，学校と地域･保護者のつながりづくり。
○全校で取り組む生活目標を中心に，コミュニケーションの基本を育成。

○校内美化デー・安全点検と補修営繕・学びあう掲示物などの環境づくり。

３　心に響く道徳の授業「ベスト３」
学年 １　年 ２　年 ３　年
主題 友情・信頼　２－（３） 正しい心　１－（５） 生命の尊重　３－（２）

生きているとは何か，人の心に生き

つづける命について考える中で，自

他の生命を尊重する心情を育てる。
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友情とは時に嫉妬や感情の行き違い

から揺らぐこともある。相手の気持ち

を理解し合うことによって信頼関係

を高め，友情を深めようとする態度を

育てる。

個性を生かし，充実した生き方を追

求しようとする態度を育成する。
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『いつも一緒に』

中学生読み物資料とその利用２

（文部省）

『タッチアウト』

中学生の道徳２（あかつき）

『波にさらわれた男の子』

新聞記事より自作

『人間ってすばらしい』

須永博士（エフェー社）
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業
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容

大の仲良しの真理子とみゆきだった

が，部活のレギュラーに選ばれたみゆ

きの態度に嫉妬といら立ちを覚える

真理子。そんな時，他の女子グループ

から誘いがあり，みんなでみゆきを無

視し始める。

①真理子のいら立ちを考える。

②無視している時の真理子の気持ち

を考える。

③みゆきの気持ちに思いをはせる。

④もう一度やり直したい気持ちと解

決法を討議する。

県大会の決勝戦，ホームベース上で

のクロスプレイでタッチアウトの

審判コール。ピンチを脱して盛り上

がるチームと応援席。しかし，本当

はボールがミットからこぼれてい

た。それを隠して試合に勝ち，東北

大会に出場することになる。

①自分が主人公(キャッチャー)なら
どうするか考える。

②試合では当り前の慣習とフェア

プレーの精神について討議する。

③悩みながら東北大会に向かう主

人公の気持ちに思いをはせる。

波にさらわれた男の子を救うため

に，海に飛び込んだ直樹。

男の子は漁船に救助されたが，直樹

は帰らぬ人となった。

①自分が直樹だったらどうするか

考える。

②直樹のとった行動について，本

人･家族･友人の立場から考える。

③家族・友人の思いに寄り添う。
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